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Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ Ｎｏ．５
♠ QJ９ ♠ 10７４３ ♠ A10８６４ ♠ K６ ♠ ８
♥ Q９６ ♥ 10 ♥ ９３ ♥ AJ ♥ KJ８７５２
♦ K７５ ♦ ８４３ ♦ ８６ ♦ ９６３２ ♦ K８
♣ ８６５３ ♣ A10９８３ ♣ Q８５４ ♣ A９８６２ ♣ K７６４

♠ ５ ♠ 10６４３ ♠ AKJ８２ ♠ ９ ♠ K２ ♠ QJ９７３ ♠ J９７ ♠ A10８４２ ♠ AK10６ ♠ ９７４３２
♥ K10８５４２ N ♥ AＪ ♥ ９８６３ N ♥ AKQJ７ ♥ QJ10４２ N ♥ K８７ ♥ K７５４ N ♥ Q８３ ♥ 10６ N ♥ ９４
♦ 10８６４３ W Ｘ E ♦ ９ ♦ A６５ W │ E ♦ KJ２ ♦ AJ10７ W ─ E ♦ ４３ ♦ J10４ W ┼ E ♦ KQ７ ♦ A５４２ W │ E ♦ ７３
♣ ４ S ♣ AKJ９７２ ♣ ４ S ♣ K７６２ ♣ A７ S ♣ KJ10 ♣ 10７４ S ♣ Q５ ♣ A10２ S ♣ QJ８５

♠ AK８７２ ♠ Q６５ ♠ ５ ♠ Q５３ ♠ QJ５
♥ ７３ ♥ ５４２ ♥ A６５ ♥ 10９６２ ♥ AQ３
♦ AQJ２ ♦ Q10９７ ♦ KQ９５２ ♦ A８５ ♦ QJ10９６
♣ Q10 ♣ QJ５ ♣ ９６３２ ♣ KJ３ ♣ ９３

Ｎｏ．６ Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９ Ｎｏ．10
♠ J９５３２ ♠ AKQ８７３ ♠ ９７２ ♠ ９５４２ ♠ 10９８７３
♥ ５２ ♥ A10９３ ♥ J９ ♥ ８７ ♥ QJ８
♦ J10８４ ♦ J ♦ 10７６４２ ♦ QJ９８７ ♦ ６２
♣ J６ ♣ 10８ ♣ K９８ ♣ ６５ ♣ KJ３

♠ ８６４ ♠ AQ ♠ ６２ ♠ J10９５ ♠ Q10８４ ♠ ― ♠ Q ♠ AK７６ ♠ J４ ♠ KQ２
♥ K10９ N ♥ AQJ８７３ ♥ K８４ N ♥ J２ ♥ Q10５４ N ♥ K８７６３２ ♥ KJ９６ N ♥ A10３２ ♥ A９７ N ♥ K１０５３
♦ AQ７２ W ─ E ♦ ９６５ ♦ Q10８７ W ┼ E ♦ AK９３ ♦ ５ W X E ♦ AK９８３ ♦ AK６２ W ─ E ♦ ― ♦ J９７４ W ┼ E ♦ AK５３
♣ Q８２ S ♣ 10４ 　　６４ S ♣ K７３ ♣ QJ10２ S ♣ ６３ ♣ 10８７２ S ♣ AQJ９４ ♣ Q８７６ S ♣ A９

♠ K10７ ♣ J５ ♠ ４ ♠ AKJ６５３ ♠ J10８３ ♠ A６５
♥ ６４ ♥ Q７６５ ♥ A ♥ Q５４ ♥ ６４２
♦ K３ ♦ ５２ ♦ QJ ♦ 10５４３ ♦ Q10８
♣ AK９７５３ ♣ AQ９６４２ ♣ A７５４ ♣ K３ ♣ 10５４２

Ｎｏ．11 Ｎｏ．12 Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15
♠ J９６ ♠ 10 ♠ KJ10６ ♠ ４３ ♠ KQ10９７３
♥ ― ♥ Q10８ ♥ KJ５３ ♥ KJ７４ ♥ ９２
♦ Q６２ ♦ K10９７６４ ♦ 10６ ♦ ６４ ♦ ７
♣ K10９７６３２ ♣ A６５ ♣ 10７３ ♣ A９６５４ ♣ A10８５

♠ 10３ ♠ A８２ ♠ A８６４３２ ♠ K９５ ♠ AQ８４３ ♠ ７５ ♠ J９８６５ ♠ K10７ ♠ ― ♠ AJ４
♥ K10９５ N ♥ J８６３２ ♥ ６ N ♥ K５３２ ♥ ８ N ♥ Q９７ ♥ AQ９８５ N ♥ 10３ ♥ AJ10８５３ N ♥ KQ７４
♦ AJ７５３ W X E ♦ ９８４ ♦ ５３ W │ E ♦ Q８２ ♦ AKJ９ W ┼ E ♦ Q８５ ♦ J７ W Ｘ E ♦ K10９８５ ♦ QJ６２ W │ E ♦ AK８４
♣ Q５ S ♣ A４ ♣ KJ８２ S ♣ Q10４ ♣ J６５ S ♣ AKQ８２ ♣ ８ S ♣ Q７３ ♣ K４３ S ♣ J２

♠ KQ７５４ ♠ QJ７ ♠ ９２ ♠ AQ２ ♠ ８６５２
♥ AQ７４ ♥ AJ９７４ ♥ A10６４２ ♥ ６２ ♥ ６
♦ K10 ♦ AJ ♦ ７４３２ ♦ AQ３２ ♦ 10９５３
♣ J８ ♣ ９７３ ♣ ９４ ♣ KJ10２ ♣ Q９７６
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☆ ビッド・プレ－に関するコメント （色々と独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めて下さい）

Ｎｏ．１
♠ QJ９ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♣に対してＳは１６ｈｃｐあるので、１♠のＯＣを掛ける（右）よりも、♥が Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ Q９６ P　　 1♣　　Ｘ　　 1♥ 短いがテイクアウトダブル（左）を掛ける人が多いと考える。 P　　 1♣　　1♠　　P
♦ K７５ Ｘ　　 2♣　 2♠　 　P ＳのダブルにＷは弱いハンドであり、パスが普通だが、♥が６枚あるので 2♠　  P　　 3♠　　P
♣ ８６５３ 3♠　　P　 P(4♠)  ｅｎｄ １♥をビッドする人もある （これは普通はＦｏｒｃｉｎｇなので２♣をパスするか 4♠　　ｅｎｄ

♠ ５ ♠ 10６４３ 最悪２♥までビッドすることを覚悟）。　Ｗが１♥をビッドした時にＮは如何するか。
♥ K10８５４２ N ♥ AＪ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ パス、１ＮＴ、ダブル（Ｒｅｓｐｏｎｓｉｖｅ Ｄｏｕｂｌｅ：レスポンス出来る強さがあるが、ビッドすべき４枚ス－ツ
♦ 10８６４３ W Ｘ E ♦ ９ P　　 1♣　　Ｘ　　  P がないことを示す）が考えられるが、ダブルを掛けるのが普通かも。　ＳのダブルにＷがパスした時には
♣ ４ S ♣ AKJ９７２ 1NT 2♣　　2♠　　 P Ｎは１ＮＴをビッドする（１♦もあり得る？）。　このハンドは何れにしても３～４♠まで上がる。

♠ AK８７２ 3♠　 P　　P（4♠） ｅｎｄ ４♠/Ｓ　　ＯＬ： ♣４  　Ｅは♣Ｋ♣Ａを勝ち♣Ｊを続ける。Ｄｅｃｌａｒｅｒはオーバ－ラフを避けるため、♠Ａでラフ
♥ ７３ する。Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると♠♦で９個勝てるが♥の２ル－ザ－は如何することも出来ない。♠Ｑ♠Ｊを勝つ
♦ AQJ２ と、Ｗがショウアウトするが♠９を引きＥが♠１０をカブセなければこれが勝つので、♦Ａでハンドに戻り、♠Ｋで♠１０を刈りきり、♦を
♣ Q10 勝って１ダウンになる。　Ｓがダブルの時は３♠で止まる可能性はあるが、Ｓが１♠でＯＣした時は大抵４♠まで上がりそうである。

Ｎｏ．２
♠ 10７４３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ スラムに行くか行かないか、ビッドの難しいハンドである。 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ 10  　1♥　　P　　 1♠ Ｅの１♥にＷは４枚サポ－トがあり、４♥は確実と考えながら♠が強い５枚な  　1♥　　P　　3ＮＴ
♦ ８４３ P　 　2♣　　 P　　4♥ ので、１♠のレスポンスをする。Ｅは♠が1枚で１７ｈｃｐあり、やや不満 P　 （ 4♣　　 P　　4♦
♣ A10９８３ P　　4NT　　P　　5♥ ながら２♣をリビッドする。これに対して、Ｗは４♥をビッドするのが普通。 P）　4NT　 　P　　5♥

♠ AKJ８２ ♠ ９ P　　 6♥　ｅｎｄ ここでＥがスラムトライをするか、４♥をパスするかの判断は難しい。 P　　 6♥　ｅｎｄ
♥ ９８６３ N ♥ AKQJ７ 尚、１♥に対する３ＮＴが♥４枚サポ－トと１３～１５ｈｃｐを示すＣｏｎｖｅｎｔｉｏｎ
♦ A６５ W │ E ♦ KJ２ を使用している場合（右）は、３ＮＴをビッドし、① Ｅが直ぐ４ＮＴでスラムトライするか、② ４♣をビッドしＷの４♦を聞いた上でスラム
♣ ４ S ♣ K７６２ トライするかになり、スラムには行きやすい（この場合Ｗが強い５枚の♠をビッドしないのは気になるが・・・）。

♠ Q６５ 実際にペア－戦でのコントラクトは　６♥と４♥が ２２：１２であった。
♥ ５４２ ６♥/Ｅ　　ＯＬ： ♥２　　　Ｄｅｃｌａｒｅｒで確実なウイナ－は♥５♠２♦２でダミ－で♣をラフ１回するとしても、♣ＡがＮにあることを期待
♦ Q10９７ せねばならず、♠の５枚目を勝つにはハンドで２回ラフすることが必要（♠Ｑが４枚の方にある時）なのでダミ－へのエントリーに
♣ QJ５ 注意が必要。しかし、このハンドは♠の３巡目を１回ラフすると♠Ｑが出るので♠の４、５枚目が勝てるようになり６メイクは固い。

ＯＬ：♣Ｑの時は最初に♣Ａが出るので♣Ｋが勝てて、♣を２回ダミ－でラフ出来るので簡単に６メイクになる。
ＯＬが♣Ｑの時はＤｅｃｌａｒｅｒを助け、♥２の時は悩ませる！

Ｎｏ．３
♠ A10８６４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの1♠レスポンスにＳが２♦のＯＣをした時は、Ｗは２ＮＴのリビッドをして、Ｅが３ＮＴにレイズする。
♥ ９３ 　P　　 1♥ 一方、ＳがＯＣをしなかった時は、Ｗが２♦をビッドして、Ｅの３♥のプリファランス（Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ）に、４♥を
♦ ８６ P　　1♠　　2♦　　2NT ビッド。
♣ Q８５４ P　　3NT　　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：　♦８→♦３→♦Ｑ→♦７　　ＤｅｃｌａｒｅｒはＳからのリ－ドは歓迎なので、ＯＬには♦Ａを

♠ K２ ♠ QJ９７３ ダックする。この後Ｓから何が出されても、♠Ａ♥Ａに負けるだけで４メイクする。
♥ QJ10４２ N ♥ K８７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♥/Ｗ　　ＯＬ： ♠Ａ→♠３→♠５→♠２　　続いて♠６が出されＳがラフし、♦Ｋをリターンすると１ダウンに
♦ AJ10７ W ─ E ♦ ４３ 　P　　 1♥ なる。Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると、♠Ａと♥Ａに負けて♥を刈り上げると♦に１個ル－ザ－が出ても４メイク可能
♣ A７ S ♣ KJ10 P　　1♠　　 P　　 2♦ なハンドであるが仕方がない。只、Ｎから♠を続けられても有難くないので、ＯＬの♠Ａの下に♠Ｋを出す

♠ ５ P　　3♥　　 P　　 4♥ プレ－はどうか？（相手を紛らわせるｄｅｃｅｐｔｉｖｅプレ-）Ｎが♣を出せば♣で３個勝てるようになり、♦を
♥ A６５ ｅｎｄ 出してくれば１度ダックして３巡目をダミ－でラフしてから♥を集めれば４メイク出来る。
♦ KQ９５２ ＯＬが♠Ａ以外の時は４♥のメイクの可能性が高まる。
♣ ９６３２ １８テーブルのペア－戦で　４♥/Ｗ　メイク　７Ｔ；ダウン　７Ｔと拮抗し、３ＮＴは２Ｔ、その他２Ｔであった。
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Ｎｏ．４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｂｏｔｈ Ｖｕｌで様々なビッドが考えられる。パートスコアーのハンドなので、 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ K６  P ２ダウンにならない様にする。Ｎが１♣でＯＰ（メジャーが短く良いハンドとは  P
♥ AJ 1♣　 1♠　　Ｘ　　　2♠ いえないのでパスもあり得る）すると、Ｅは１♠のＯＣを掛ける。これに対して 1♣　 1♠　　1NT 　P
♦ ９６３２ P　　ｅｎｄ Ｓは♥４枚あるのでネガティブダブルを掛けるか、１ＮＴをビッドする。ダブル P　　P　ｅｎｄ
♣ A９８６２ には弱いハンドながら♠が３枚あるＷが２♠をビッドするかパスするかは （2♠　　　P　　　P

♠ J９７ ♠ A10８４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ペア－の考え方による（Ｂｏｔｈ Ｖｕｌであり微妙な判断）。１ＮＴにはＷはパス P　ｅｎｄ　）
♥ K７５４ N ♥ Q８３  P が普通。ＳのダブルにＷがパスした時にＮのリビッドは難しい。２♣か１ＮＴ
♦ J10４ W ┼ E ♦ KQ７ 1♣　 1♠　　Ｘ　　　P をリビッドすることになる。２♣にはＳが３♣にレイズし、若し、Ｓが２♣にパスすればＷが２♠をビッドする
♣ 10７４ S ♣ Q５ 2♣　　P　　3♣　　ｅｎｄ 可能性が高い。一方、ＳのダブルにＷが直ぐ２♠をビッドすればそのまま決まりそうである。

♠ Q５３ （　P　　P　　　2♠ ２♠/Ｅ　ＯＬ：　♣Ｋ　　続いて♣３（♣ＱがＥにある可能性に備えて）にＮは♣Ａで勝ち♣６を返す。Ｄｅｃｌａｒｅｒ
♥ 10９６２ P　　P　　P（3♣）　ｅｎｄ ) 考えてル－ザ－は直接のダミ－へのエントリ－が無いので♣２♠２♦Ａ♥Ａは避けられず、♥で更にルーザ－
♦ A８５ が出る可能性あり、メイクは望み薄い。♠、♥をｄｅｆｅｎｓｅ側からリ－ドさせたいが・・・。
♣ KJ３ ３♣/Ｎ　ＯＬ：　♦Ｋ　　♦Ａで勝ち、♣Ａ♣Ｋと勝ち、♣Ｑを残したまま♠Ａを追い出す予定でプレ－を組み立てると、♣Ｑが出て♣で５個

勝てるようになり３メイクする。３１テ－ブルのペア－戦で　３♠Ｘ/Ｓ　1Ｄ　２Ｔ；　２♠/Ｅ　２Ｍ　６Ｔ、1Ｄ　６Ｔ，２Ｄ　２Ｔ；　３♣/Ｎ　３－４Ｍ
８Ｔ；　２ＮＴ/Ｓ　２Ｍ　２Ｔ　　その他　５Ｔであった。　２♠は正しくｄｅｆｅｎｓｅすれば１ダウンする。ペア－戦では色々なスコアーが出るの
で気楽であるが、チ－ム戦では思わぬ大差が出るのでビッド、ｄｅｆｅｎｓｅプレ－共慎重さが必要なボードである。　１ＮＴ/Ｓは２メイク。

Ｎｏ．５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＤｅａｌｅｒのＮのハンドは♥６枚と１０ｈｃｐあり、Ｗｅａｋ２♥オープンには強過ぎるのでパスが普通かもしれ
♠ ８ P　　　P　　1♦　　 Ｘ ない。　但し、最近はＲｕｌｅ ｏｆ ２０を適用して１♥でオープンする人がある（Ａがないハンドで薦められ
♥ KJ８７５２ ＸＸ　1♠　　 P　　　P　 ない）。　Ｓが１♦でオープンした時はＷがダブル、Ｎでリダブルの後、４♥/Ｎになる可能性が高い。
♦ K８ 2♥　　P　　3♥　　　P 一方、Ｎが１♥でオープンするとＳの３♥ＩｎｖｉｔａｔｉｏｎにＮで４♥をビッドするか、パスするか悩ましい。
♣ K７６４ 4♥　　ｅｎｄ ＮがＷｅａｋ２♥でオープンした時はＷのダブルで♥と♠の競り合いになり、３♠/Ｅになりそうである。

♠ AK10６ ♠ ９７４３２ ４♥/Ｎ　　ＯＬ：　♣Ｑ　　Ｗは♣Ａでオ－バ－ティクし、♠Ｋを勝ち、♣１０を返す。Ｄｅｃｌａｒｅｒはメイクには３Ａ
♥ 10６ N ♥ ９４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ しか負けられないので、♣を２回ダミ－でラフするプレ－をする。♣Ｋで勝ち♣を出してダミ－の♥３でラフ、
♦ A５４２ W │ E ♦ ７３ 1♥　　P　　3♥　　　P ♠Ｑを出しハンドでラフする。♣７を出してダミ－の♥Ａでラフする。次いで♥Ｑを勝ち、♠を出してハンドで
♣ A10２ S ♣ QJ８５ 　4♥（P）　　ｅｎｄ ラフして、♥を集めて♦Ａを追い出せば４メイクする（Ｗが３巡目に♥をリターンして来ても♣をダミ－で２回

♠ QJ５ ラフするプレ－をする）。
♥ AQ３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３♠/Ｅ　　ＯＬ　♥Ａ　　続いて♥Ｑ（Ｅの♥は２枚と推定される）。次に♦Ｑを出す。　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドへの
♦ QJ10９６ 2♥　　P　　 P　　　Ｘ エントリーがないので♥２♠１♦１♣１のル－ザーが避けられず１ダウンになる。　チ－ム戦１６テ－ブルで
♣ ９３ P　　2♠　　3♥　　3♠ ５♥Ｘ/Ｎ　１Ｄ　１Ｔ；　４♥X/Ｎ　　４Ｍ　４Ｔ；　４♥/Ｎ　４Ｍ　３Ｔ　；２－３♥/Ｎ　４～５Ｍ　４Ｔ　：　４♠/Ｓ　２Ｄ

ｅｎｄ １Ｔ；　３♠/Ｅ　１Ｄ　３Ｔ結果的にはビッドではＮＳで４♠まで競るのが良いが難しい。　
Ｎｏ．６ 　（4♥　　P　　　P　　 Ｘ　）

♠ J９５３２
♥ ５２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♥にＳの２♣ＯＣが掛かるので、３♥のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎをビッドするか、３♣のＣｕｅ-ｂｉｄで♠３枚以上のサポ－
♦ J10８４ 　1♥　　2♣　　3♥ トとＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ以上のハンドを示す。これに対してＥは４♥をビッドする。
♣ J６ P　　4♥　　ｅｎｄ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：　♣Ｋ→♣４→♣Ｊ→♣４　　　Ｎの♣は１～２枚であるのでＥの♣は２～３枚である。次に♣Ａを

♠ ８６４ ♠ AQ （3♥　Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎの時） 出すとＮ、Ｅ共にフォロ－して２－２であることが判明した。次にＳは何をリ－ドすべきか？ダミ－の♣Ｑを殺
♥ K10９ N ♥ AQJ８７３ すべく、♣をリードしてＮにラフさせる（Ｅにオーバ－ラフされても損にはならない）。Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると♥６
♦ AQ７２ W ─ E ♦ ９６５ 個と♠Ａ♦Ａは確実だが、４メイクには♠Ｋと♦Ｋのフィネスが共に成功することが必要・・・・。プレ－方針は？
♣ Q８２ S ♣ 10４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ♣の３巡目のＮのラフにハンドでオ－パ－ラフし、♥を２巡集めハンドからダミ－に向けて♦５を出し、ダミ－

♠ K10７ 　1♥　　2♣　　3♣ から♦Ｑを出す！これが勝った時、♠を引いて♠Ｋのフィネスを試みるのも１つの選択である。ただもう一つ
♥ ６４ P　　4♥　　ｅｎｄ の可能性として、Ｓの♦はＫＸ or Ｋ10Ｘの２～３枚（Ｓに♣６枚♥２枚あったので♦は４枚ないと考えられる）
♦ K３ とした場合、♦Ｑで勝った後、♦２を引いてハンドから♦９を出すのが面白い。Ｓが勝った時にリ－ドすべき
♣ AK９７５３ ス－ツがない。♦が３枚の時は♦を出せるがこの場合はダミ－の♦の４枚目がウイナ－になり、ハンドの♠Ｑがディスカ－ド出来て４メイ

ク。♣を出せばラフ＆ディスカ－ドとなる。　但し、最初ダミ－から♦５が引かれた時、Ｓが♦Ｋを出すことでこのスロ－インを避けること
が出来る！（ＳとしてはＮに♦ＪＸＸＸを期待するプレ－）。プレ－での攻防は奥が深く、最高のｄｅｆｅｎｓｅは難しい。
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Ｎｏ．７
♠ AKQ８７３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１ＮＴ（Ｆｏｒｃｉｎｇ　ｏｒ　Ｎｏｎ-Ｆｏｒｃｉｎｇに拘わらず）のレスポンスにＮはリビッドでは、２♠（左下）より
♥ A10９３ 　P　　　P ２♥（左上）が良いと考えます。Ｓの３♥レイズに４♥にレイズするかパスするかの判断は微妙であるが
♦ J 1♠　　P　　1NT　　P 絵札が♠と♥に集中しているので４♥にレイズするのが良い。
♣ 10８ 2♥　　P　　 3♥　　P ４♥/Ｎ　　ＯＬ：　♦Ｋ→♦２→♦８→♦Ｊ　　　Ｅは♦Ａを続ける。Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると、♠が６個勝てるなら

♠ ６２ ♠ J10９５ 4♥　　ｅｎｄ （３－３の分かれ）、♥で１ル－ザ－ですむか、♣Ｋのフィネスが効けば４メイクする。　しかし、♠が４－２
♥ K８４ N ♥ J２ の分かれ（確率約４７％）ならハンドへのエントリーが少ないので問題が生じる。　そこで、エントリ－
♦ Q10８７ W ┼ E ♦ AK９３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 確保のため、第２トリックの♦の時にラフせずに♣８を捨てる！Ｅが♦を続ければダミ－でラフし、♠４

　　６４ S ♣ K７３ 　P　　　P を引いて、ハンドの♠Ａで勝ち♠３を出してダミ－でラフする。この後、♥の集め方はゲスの問題で
♣ J５ ♠ ４ 1♠　　P　　1NT　　P １ルーザ－に出来るかどうかで４メイクの成否が決まる。♥は３－２の分かれとして♥Ｋと♥ＪがＥ-Ｗ

♥ Q７６５ 2♠　　P　　　P　ｅｎｄ にどんな形であるかを推定してプレ－する。推定が外れればダウンやむなし。幸運を祈る！
♦ ５２ ２０テーブルのペア－戦で　４♥/Ｎ　１５Ｔ（４Ｍ　６Ｔ；１Ｄ　５Ｔ；２Ｄ　４Ｔ）：　２♥/Ｎ　３Ｔ（４Ｍ　２Ｔ
♣ AQ９６４２ ２Ｍ　１Ｔ）　：　２♠/Ｎ　２Ｔ　（４Ｍ）　であり、３♥で止まったペア－は無かった。

Ｎｏ．８
♠ ９７２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 強いハンドのＳはテイクアウトダブルの後、１人でも３♠までビッドしたいハンドであるので♥と♠の競り
♥ J９  P 合いになり４♥/Ｅ　or　４♠/Ｓ　で収まるか、絵札の少ないハンドでオ－プンしたＥはＷにも多くの絵札
♦ 10７６４２ P　　 1♥　　Ｘ　　 2♥ は期待できないので４♠のメイクは固いと考えて５♥をビッドした場合、これにはＳはダブルを掛けること
♣ K９８ P　　  P　　2♠　　3♥ になる。どちらもＮｏｎＶｕｌながらビッドの駆け引きが難しい。　４♠/ＳにＷがダブルを掛けることもある。

♠ Q10８４ ♠ ― 3♠　 4♥　　P　　ｅｎｄ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：　♠Ｋ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフ。　♥が３－０の分かれでなければルーザ－は♥１と♣２で
♥ Q10５４ N ♥ K８７６３２ 　（4♠　　　5♥ ４メイクは固いと考えられるので、♥を集め♣で２回負に行き４メイク。
♦ ５ W X E ♦ AK９８３ P　　 P　　　Ｘ　　ｅｎｄ） ４♠/Ｓ　　ＯＬ： ♥４（♥４枚を示す）ｏｒ　♥Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♥Ａで勝ち、♠Ａを勝つと、Ｅがショウアウト
♣ QJ10２ S ♣ ６３ して、♠が４－０の分かれで２ル－ザ－出ることが判明する。４メイクはあきらめて、♠Ｋを勝ち、♦Ｊを出して

♠ AKJ６５３ 負に行く！正確なディフェンスなら２ダウンだが、１ダウンですむ可能性もある。
♥ A ２０テーブルのペア－戦のコントラクトは様々であった　
♦ QJ 　　５♠Ｘ/Ｓ　１Ｔ；　　４♠Ｘ/Ｓ　２Ｔ；　４♠/Ｓ　５Ｔ；　３♠/Ｓ　２Ｔ；　５♥Ｘ/Ｅ　４Ｔ；　５♥/Ｅ　２Ｔ；　４♥Ｘ/Ｅ　２Ｔ；　４♥/Ｅ　２Ｔ
♣ A７５４ 　　４♥はメイクするので、Ｎ-Ｓとしては４♠までビッドしするのが正解で、Ｅ-Ｗの５♥にはダブルを掛けるのが良い。

Ｎｏ．９
♠ ９５４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＥはＷの１♥レスポンスに対して４♥のリビッドするか、４♦のオープナ－のＳｐｌｉｎｔｅｒ ｂｉｄをする
♥ ８７ P　　 1♣　　 P　　1♥ （４枚サポ－トがあり♦が１枚かボイドで４♥をビッドする強さ（１９ｈｃｐ～）があることを示す）かである。
♦ QJ９８７ P　　 4♥   　P　 4NT 何れにしても６♥には到達したい。
♣ ６５ P　 　5♦　　 P　　6♥ ６♥/Ｗ　　ＯＬ：　♦Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると♣ＫがＮにあるか、♥の両ウエイフィネスを当てて♥Ｑを

♠ Q ♠ AK７６ ｅｎｄ 捕まえれば６メイクする。♥Ｑのフィネスをドチラの方向にすべきかは情報は無いが、ＯＬをハンドの
♥ KJ９６ N ♥ A10３２ ♦Ａで勝ち、♥６を出してダミ－の♥Ａに入り、♥１０を引いてフィネスをするのが自然である。このハンド
♦ AK６２ W ─ E ♦ ― Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ はこれが成功して６メイク出来る。♥でル－ザ－が出た時は♣Ｋのフィネスを試みる予定。
♣ 10８７２ S ♣ AQJ９４ P　　 1♣　　 P　　1♥ ＯＬ： ♣６　Ｄｅｃｌａｒｅｒとしては最初に♣Ａ、♣Ｑのどちらを出すかのプレ－の決断を迫られる。♣６が♣Ｋ

♠ J10８３ P　　 4♦   　P　 4NT の下打ちとは考え難く、シングルトンの可能性があるので、♣Ａを出して、♥Ｑの両ウエイフィネスを
♥ Q５４ P　 　5♦　　 P　　6♥ 当てることに賭けるべきである。
♦ 10５４３ ｅｎｄ ３８テーブルのペア－戦　　７♥/Ｗ　３Ｔ（Ｄ　３Ｔ）　：６♥/Ｗ　２１Ｔ（６Ｍ １３T；１Ｄ ８Ｔ）：
♣ K３ ４/５♥/Ｗ　１０Ｔ：５♣/Ｅ　２Ｔ（６Ｍ）　その他　２Ｔであった。

なお、ビッドしたペア－は無かったが、６♣/Ｗは♥Ｑのフィネスが必要なく確実にメイク出来る。
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Ｎｏ．10
♠ 10９８７３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♦に対する、Ｗの１ＮＴレスポンスに１９ｈｃｐあるバランスハンドのＥは３ＮＴをビッドするのが普通。
♥ QJ８ 　1♦　　 P　　1NT ３ＮＴ/Ｗ　　　ＯＬ：　♠１０　　Ｓは♠Ａで勝ち、♠６をリタ－ン。　Ｄｅｃｌａｒｅｒのウイナ－は♠２♥２♦２♣１の
♦ ６２ P　　3NT　ｅｎｄ ７個は確実で、♦が３－２の分かれなら♦の４枚目が勝てるが、３メイクにはあと１個不足。
♣ KJ３ 狙い目は♥が３－３の分かれで４枚目を勝つか、或いは♣ＫがＳにあることに賭けることである。

♠ J４ ♠ KQ２ 何れにしても♥と♦で各１回負ける必要があるので、♠が５－３の分かれの時にダウンの可能性があるが仕方なし。
♥ A９７ N ♥ K１０５３ そこで、♠の２巡目をダミ－で勝ち、♥を出してハンドの♥Ａに入り、♥７を出すとＮから♥Ｊが出てダミ－の♥Ｋで勝つ。♥５を出し♥Ｑに
♦ J９７４ W ┼ E ♦ AK５３ 負ければ♥の４枚目が勝てる。Ｎからの♠をダミ－の♠Ｋで勝ち、♥１０を勝ってから、♦Ａ♦Ｋを勝って♦３を出して負けに行く。これが
♣ Q８７６ S ♣ A９ ＮＳドチラに入るかにより明暗が分かれる（♠が４－４の分かれなら良いが、５－３の分かれの時に、５枚の方に入ると１ダウン）。

♠ A６５ このハンドは♦と♥をドチラを先に負に行くかでも明暗が分かれる可能性があるが、♦を先に負けた場合でも♦を４枚勝った時のＮの
♥ ６４２ ディスカ－ドが難しいので、３メイクになる可能性がある。プレ－の順序で結果に差が出ても仕方がないが、明確な意図を持つた
♦ Q10８ プレ－を進めるべきである（不成功でも納得できる）。
♣ 10５４２

Ｎｏ．11 Ｓの３♠リビッドにＮがパスするか４♠にレイズするかは、意見が分かれる。Ｎのハンドは♠３枚サポ－ト
♠ J９６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ と６ｈｃｐでボイドがあるハンドなので、判断が難しい。
♥ ―  1♠　　2♦ ４♠/S    ＯＬ：　♥１０　　ダミ－から♣２を捨てて、ハンドの♥Ｑで勝つ。Ｄｅｃｌａｒｅｒとしては♠♦♣の３Ａが
♦ Q６２ 2♠　　P　　3♠　　　P 無いので、♥を２回ダミ－でラフしてもメイクの見通しは立たない。第２トリックでは、♥４を出してダミ－
♣ K10９７６３２ 　P（4♠）　　　ｅｎｄ でラフし、♦２を引いてハンドから♦Ｋを出すがＷは♦Ａで勝ち、♠３を出して来てＥが♠Ａで勝ち♠８を出し

♠ 10３ ♠ A８２ てくる。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠Ｋ♠Ｑを取り♣Ｊを出す。Ｗが♣Ｑをカバ－すると♣Ｋ→♣Ａとなり、幸運にもダミ－
♥ K10９５ N ♥ J８６３２ の♣がエスタブリッシュして４メイクする。 ♣ＪにＷが♣５を出した時は♣ＡはＥにあると考えて（ダミ－の長い♣を見てＷに♣Ａがある
♦ AJ７５３ W X E ♦ ９８４ 時にダックするとは考え難い）、♣Ｊをそのまま流すのが面白い。そうすると、このハンドは４メイクになる。
♣ Q５ S ♣ A４ ＯＬ： ♦Ａ　続いて♠３の時は♠６→♠Ａ→♠４、　♠２のリターンをハンドで勝ち、♥４を出してダミ－でラフした後、♦Ｋでハンドに戻り、

♠ KQ７５４ ♠を集めてから♣Ｊを出す。上記と同様のブレ－になるが、Ｅで♣Ａをダックすれば♥で２ル－ザ－出て２ダウンになる。
♥ AQ７４ ＯＬ： ♠３　上記と同様であるが、♥をダミ－でラフしたあと、ダミ－から♦を引いてＳの♦ＫにＷが♦Ａで勝った時に、Ｗが何を出すか
♦ K10 が問題。♦でダミ－に入れておけば良いが、♣　or ♥を出すと４メイクの可能性がある。
♣ J８ ３８テーブルのペア－戦　４♠/Ｎ　１５Ｔ （４Ｍ　８Ｔ； １Ｄ　２Ｔ； ２Ｄ　３Ｔ；３Ｄ　２Ｔ）：　　３♠/Ｎ　７Ｔ（４Ｍ　２Ｔ；３Ｍ　２Ｔ；１Ｄ　１Ｔ；

2Ｄ　１Ｔ）　：５♣/Ｎ　３Ｔ（５Ｍ　1Ｔ；１Ｄ　２Ｔ）　：　　３/４♣/Ｎ　２Ｔ（４Ｍ ２Ｔ）　：　２♠/Ｓ　７Ｔ　であった。
３～５♣/ＮがコントラクトになったのはＳが１ＮＴでオープンした為と推定される。

Ｎｏ．12
♠ 10 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ｒｄ ハンドのＥは１０ｈｃｐであるが超バランスハンドであるのでパスが普通であるが、人によっては
♥ Q10８   P １♣でオープンする人がある（余り推奨出来ない）。Ｅがパスした時はＳの１♥ＯＰに対しても、Ｗで１♠
♦ K10９７６４ P　　1♣　　 1♥　 1♠ のＯＣをする人としない人がある。ＯＣがあった時はＮは２♥、３♥ ｏｒ ２♠（Ｃｕｅ-ｂｉｄ）をビッドする。
♣ A６５ 2♥    P      P　　2♠ ＯＣがない時は、ＮはＤｒｕｒｙ ２♣でレスポンスし、何れにしても、３～４♥になる。ＳはＪが３枚ある

♠ A８６４３２ ♠ K９５ P　　　P　　3♥　ｅｎｄ １３ｈｃｐのハンドを如何に評価するかである。チ-ム戦の時は４♥までビッドすることが多いと考える。
♥ ６ N ♥ K５３２ ４♥/Ｓ　　ＯＬ：　♠Ａ（Ｅは♠９）　続いて♠４　or　♣２(ダミ-の長い♦を生かす
♦ ５３ W │ E ♦ Q８２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ためのダミ-へのエントリ-を潰す意図あり)。　Ｗから♦は絶対に触らない！
♣ KJ８２ S ♣ Q10４  P  P 若し、Ｅに♦Ａ（ＡＱ）ある時は何れ取れる。♣が２ル-ザ-になる可能性高く、

♠ QJ７ P　　　P　  1♥　　1♠ P　　 P　 　1♥　　 P ♠１♥１のルーザ-が出るとダウンになる。Ｗが♦を出すと４メイク。
♥ AJ９７４ 3♥　（3♠） 4♥   ｅｎｄ 2♣ 　P　  2♦ 　　P 尚、３♠/Ｗは１ダウンが普通（ルーザ-♠１♥１♦２♣１）。
♦ AJ 　（2♠） 3♥　　P　P(4♥)  ｅｎｄ ２４テーブルのチ-ム戦で４♥/Ｓ　８Ｔ（Ｍ６Ｔ、Ｄ２Ｔ）；３♥/Ｓ　４Ｔ；　２♥/Ｓ　３Ｔ；
♣ ９７３ 　　　　 ４♠Ｘ/Ｗ　４Ｔ（ー５００）；　３♠/Ｗ　３Ｔ　その他２Ｔであった。
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Ｎｏ．13 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ KJ10６ P　　 1♣　　P　　 1♠ Ｅの１ＮＴリビッドに５－１－４－３ブレ－クで１５ｈｃｐの強いハンドのＷが何をビッドするか？
♥ KJ５３ P　　1NT 　P　　3NT ３ＮＴ 、 ２♦（Ｆｏｒｃｉｎｇ）ｏｒ２♣（Ｃｈｅｃｋ-ｂａｃｋ　Ｓｔａｙｍａｎ）が普通。　これに対してＥは３ＮＴにはパス、
♦ 10６ ｅｎｄ ２♦には２♠をビッドしてＷが４♠にレイズ、２♣には２♦をビッドＷが３ＮＴをビッドすることになりそうである。
♣ 10７３ ３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ：　♥４→♥８→♥Ｋ→♥７　　　Ｎは♥３（ｏｒｉｇｉｎａｌ ４ｔｈ best）をリタ－ンするのが普通。

♠ AQ８４３ ♠ ７５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｄｅｃｌａｒｅｒの♥９を♥１０で勝ったＳはＮの♥は４枚の可能性が高い（♥５が出ていない）と考えて♥Ａを
♥ ８ N ♥ Q９７ P　　 1♣　　P　　 1♠ 勝つ。この時Ｎはブロックを防止するために♥Ｊを捨てなければいけない（♥が４４４１でも♥Ｊを保持
♦ AKJ９ W ┼ E ♦ Q８５ P　　1NT 　P　　 2♦ する意味がない）。Ｅが♥４、５枚目を勝って１ダウンとなる。　ＯＬが♥以外か♥Ｊでブロックすると
♣ J６５ S ♣ AKQ８２ P　　 2♠　　P　 　4♠ ３～４メイクになる。

♠ ９２ ４♠/Ｗ　　　ＯＬの選択は難しいが♠で２勝見込めるので♣３？　Ｓに♥のアナー１枚を期待して♥３を
♥ A10６４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ リ－ドすることも考えられる（Ｗの♥は１～２枚の可能性が高い）。４♠は１～２ダウンになる。
♦ ７４３２ P　　 1♣　　P　　 1♠ １８テーブルのペア－戦で　　３ＮＴ/Ｅ　　１３Ｔ（３/４Ｍ　７Ｔ、１Ｄ　６Ｔ）；
♣ ９４ P　　1NT 　P　　 2♣ ４♠/Ｗ　３Ｔ（１Ｄ　１Ｔ，２Ｄ　２Ｔ）；　２－３♦/Ｗ　４Ｍ　２Ｔ　であった。　３ＮＴメイクが意外に多かった。

P　　　2♦　 P　　3NT ５♣/Ｅはダミ-で♥を１回ラフすれば５メイク可能。
ｅｎｄ

Ｎｏ．14
♠ ４３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓが１ＮＴオープンしＷがパスしてＮが２♣のＳｔａｙｍａｎ経由で２ＮＴを Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ KJ７４  　P　　1NT　　P リビッドした時、Ｓでパスするか３ＮＴをビッドするかは微妙な判断  　P　　1NT　 2♦
♦ ６４ 2♣　　P　　2♦　　 P （１６ｈｃｐであるが５枚ス-ツがないのでパスもあり得る） （1♦）
♣ A９６５４ 2NT　P　P(3NT) Ｓの１ＮＴ（ｏｒ１♦）オープンにＷが２♦をビッド（右上下：メジャー５-５を P　　2♠　ｅｎｄ

♠ J９８６５ ♠ K10７  ｅｎｄ 示すＯＣ）した場合に、ＮがパスするとＥが２♠をビッドしてそのまま決
♥ AQ９８５ N ♥ 10３ まる可能性が高い。　一方、Ｎが３♣をビッドするとＥが３♠まで競っても、 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♦ J７ W Ｘ E ♦ K10９８５ Ｓが４♣をビッドし、場合によってはＮが５♣までビッドする可能性もある。  　P　　1NT　 2♦
♣ ８ S ♣ Q７３ ３ＮＴ/Ｓ　ＯＬ：　♥８　　ダミ-から♥Ｊを出すとこれが勝てる。Ｄｅｃｌａｒｅｒから見て♣で５勝出来れば （1♦）

♠ AQ２ ３メイクの可能性が高いので、ダミ-から♣４を引いてハンドの♣Ｋで勝ち、♣Ｊを出すとＷがショウ 3♣ 　3♠　　4♣　　P
♥ ６２ アウトするがそのまま流しＥの♣Ｑに負ける。Ｅが♥１０を出してくれば♥Ｋが勝てるので、♣を３個 　P(5♣)　　ｅｎｄ
♦ AQ３２ 勝った後、ダミ-から♦か♠を引いてハンドからＱを出すとこのハンドでは♦♠ドチラでも勝てるので３メイクする。
♣ KJ10２ ＯＬ：　♠６の場合は♠で２個勝てるが、♥をハンドから出すタイミングが難しく、ダウンする可能性が高い。

５♣/Ｎ　　ＯＬ：♥１０　Ｗは♥Ａで勝ち、♥８を返す。Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドから♥Ｊを出すとこれが勝つ。♣Ｋ♣Ａと勝って♣Ｑを残した
まま、ハンドから♠を出してダミ-から♠Ｑを出すとこれが勝てるので、♠Ａを取り、♠ラフでハンドに戻り、♦を出すプレ-で５メイク
する。　　３♠/Ｅ　　　♠２♥１♦２♣１のルーザ-があるので１～２ダウンになる。プレ-によっては３ダウンの可能性もあり。

Ｎｏ．15
♠ KQ10９７３ Ｗの１♥にＮは２♠のジャンプＯＣをする。これに♥４枚サポ-トと１８ｈｃｐの強いハンドのＥは３♠の
♥ ９２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｃｕｅ-ｂｉｄをする。Ｗの４♥に４ＮＴでＡ１枚を確認して６♥をビッドする。
♦ ７  　P　　1♥ ６♥/Ｗ　　ＯＬ：♠Ｋ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒのプレ-方針は？　ウイナ-は♥６♠１♦４の１１個あり、メイクにはあと１個
♣ A10８５ 2♠　　3♠　　P　　4♥ 必要。　♣ＡがＳにあることに賭ける？　しかし、Ｎが２♠をビッドしているので♣Ａを持っている可能性が

♠ ― ♠ AJ４ P　　4NT　　P　　5♣ 高い？（少なくとも♣Ｑは有る）。　　♦４-４なので♣のルーザを処理できない。何か良い方法は無いか？
♥ AJ10８５３ N ♥ KQ７４ P　　 6♥ 　　ｅｎｄ そこでＯＬの♠Ｋはハンドでラフし、ダミ-に♠ＡＪを残して、♥５枚を勝ち（ダミ－から♣１枚捨てる）、次に
♦ QJ６２ W │ E ♦ AK８４ ｅｎｄ ♦４枚をダミーで終わる様に勝つと（この間のＤｅｆｅｎｓｅのでディスカ－ドには注意、特にＮから出る♠と♣の
♣ K４３ S ♣ J２ 枚数）、Ｅ-Ｗの最後の３枚は左下の様になる。

♠ ８６５２ この時、Ｎに♣Ａがある場合は♠ＱＸ　♣Ａになっているハズ（♠Ｑを裸に出来ない）。ここで
♥ ６ ♠ ― ♠ ＡＪ ダミ－から♣Ｊを出してそのまま流せばＮの♣Ａに負けるが、♠を出さざるを得ず６メイクになる。
♦ 10９５３ ♣ Ｋ４３ ♣ Ｊ 一方、♣ＡがＳにある場合に、Ｓが最後の３枚を♣ＡＸＸにする可能性は少ないと考えて（♠が１枚
♣ Q９７６ は残っている）、ダミ－から♣Ｊを引くと♣Ａが飛び出しそうである。♣Ａが出なければそのまま流す。

Ｎの♣Ｑに負けても６メイクは安泰。

Ｗ Ｅ
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